














































































































































































































差別化または個性化を求める働き。③ 高齢化の進行。④ 国際化の進展。⑤ 都市化の強ま













































I 発展段階 導入 輸入代替 輸出成長 成熟 逆輸入
I 各段階の 新商品の導入 ・ 内需成長と それ 内需の伸び鈍化， 内需，輸出がと 廉価輸入品の流
特徴 模倣または技術 を上回る生産拡 それを輸出増加 もに伸び悩んで 入による囲内生
導入による囲内 大生産技術の標 が補って生産拡 生産拡大停滞さ 産縮小加速
生産開始，輸入 準化（量産体制） 大が続く らに輸出減少，
品の優位 転じて生産縮少
始ま る。
田 技術貿易， 技術輸入，対内投資 技術輸出，輸出 技術輸出，生産
直接投資との 補助的対外投資 再配置的対外投
関係 資
IV 段階移行の 新商品の普及， 生産拡大→活発な国内投資のもと －生産拡大鈍化 後発国での追い
原動力 生産面での学習 で以下の諸要因によるコスト低下， →園内投資減 上げ輸出成長
















































































( 1 ）基本的な生産要素といわれる資本，労働 （量と質），資源の存在量が問題となる。生産



































は明治世代33.7%，大正世代18.7%，昭和戦前47.5%であった。40年は14.7%, 14. 9%, 33. 8%, 









66.1 %と著しく高かったが27年で50%前後，33年41% , 48年30%と，52年以降は20%台で58年
は26.7%となり，エンゲル係数でみる限り一応，生活水準（消費水準といった方がよいだろう）
は著しく向上したといえる。一方，家計のサービス化，ソフ ト化といわれているのを雑費とし


















































































年 次 エ ンゲル係数 雑費 年 次 エンゲル系数 雑貨
昭和22年 66.1% 14.5% 45年 32.4% 43.8% 
25 57.4 20.7 50 30.6 46.2 
30 44.5 31.8 55 28.0 49.4 
35 38.8 34.0 58 26.7 51. 5 








































































第 l次産業 第 2次産業 第 3次産業
大正9年 53. 8宇る 20.5宇る 23.7手6
昭和 5年 49.7 20.3 29.8 
15年 44.3 26.0 29.0 
25年 48.5 21.8 29.6 
35年 32.7 29.1 38.2 
45年 19.3 34.0 46.6 







国 名 年 次
産業別割合（%）
第 l次産業第 2次産業第 3次産業
日 本 1980年 11. 0宇舌 33. 6ラる 55.4ヲ1,
カ ナ ゲ 1982 4.8 25.4 69.8 
アメ リカ 1981 3.5 29.6 66.9 
フランス 1981 8.6 34.3 57.1 
西ドイツ 1981 5.8 43.4 50.8 
スウェーテeン 1981 5.6 30.5 64.0 
イギリ ス 1980 2.7 36.7 60.6 
チ 1980 22.8 21 3 55.9 
Jて jレ 1982 38.4 17 7 43.9 
イン ド才、シア 1978 60.9 9.2 29.8 
事阜 匡I 1981 34.2 27.6 38.2 
ノマキス タン 1982 52.8 19.6 27.6 
ヲ イ 1980 70.8 10.0 19.2 
表5






























( 1 ）第3次産業はサーピス化・ソフト化ともいえる。 わが国は近代化＝産業化＝工業化と考
えて近代的技術の進歩・導入を軸とし欧米先進国をモデルにして来たことは前述したごとくで
ある。この過程を経て1970年代に「豊かな社会」の水準き到達した。この時点、でいわゆる， 「量」
から 「質jへ，「物質的豊かさ」 より「心の豊かさ」を求めるようになってきている。ソフ ト
ノミックス・フォローアップ研究会はソフ ト化には4つの特徴があるとする。すなわち，①
情報化・知識集約化（科学技術・生活のソフト化）。 ② 人々の意識の変化（文化的・精神的





















( 5 ）種々 の関連効果が大きいので巨大技術を開発していく努カをすること。これが内需拡大
にもつながる。
( 6）資源， エネルギ一部門に対する対応がとくに必要になる。
( 7）貿易中心型（立国）から技術中心型（立国）への転換をすみやかに行う。
( 8 ）技術立国型にすると技術輸出となりこれがブーメラン効果を生じることに配慮すること。
( 9）高度技術型産業や第3次産業のなかには雇用吸収力なり脆弱性があるので業種内容別に
140 小華和：産業構造について
西日慮しなければならない。
(10）第3次産業とくに流通部門の構造は補雑化し 「暗黒大陸」ともいわれているので， 近代
化， 高度化を緊急に図かること。
(11）第1次産業，例えば農業のわが国経済における位置づけを検討すること。わが国全体と
してとらえるよりもむしろ地域的に農業の役割を再検討すべき段階にある。
(12）発展途上国を中心に技術・文化の相互交流なり援助を考えること。
(13）国民の生活の変化が著しく生活意識も転換期にあるので，変化に即応した産業構造の転
換を考慮すること。
(14）長期的・国際的視野から産業構造転換政策を確立すること。
(15）経済社会の変動が著しい現在，実態を把握出来るような統計資料の整備が必要である。
その時代を反映する新しい産業分類・職業分類等の検討をしていかねばならない。
(16）第3次産業 ・サー ピス産業を中心にして記述したが，この部門は明るい産業と暗いイメー
ジのするのが多い。若年層，女性にとって就職したがらない分野もあるのでこの点をとくに労
働条件等の改善が必要である。
なお，与えられた頁数を越えてしまったので簡略化した点や「新しい産業統計」については
省略した。
(1986・9・10)
